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「GHQ 接収時代の旧島津家本邸シリーズ」1  

〜 GHQ の修繕管理文書と 

看板の発見 〜 

 

 

 

大学史料室では、本館（旧島津家本邸）2 階にある

屋根裏倉庫の整理・確認作業を定期的に行っていま

す。 

5 月中旬の作業中、また新たな資料を発見しまし

た！ 

旧島津家本邸は 1944 年に島津家から日本銀行の所

有となり、戦後の 1946 年から 8 年間は GHQ に接

収されていた歴史があります。 

 

今回見つかった段ボール箱は、屋根裏の軒先に近い、

狭い空間の片隅に置かれていました。 

中には本館（本邸）と 3 号館（事務所）の修繕に関

する文書や看板 3 枚が！（写真 1 枚目） 

文書の中に「PRINCE SHIMAZU HOUSE」の文字

を見つけた時の、我々スタッフの驚きと興奮は言葉

にできないほどでした。 

 

 

―当時のリアルな記録― 

1948 年 12 月 30 日付の文書には、将校宿舎として

使われていた建物の「すべてのドアノブと蝶番の真

鍮（しんちゅう）磨きを終えたこと」、そして「真

鍮磨きは週に 2 回実施すること」などが記録されて

います。（写真 5 枚目） 

 



 

 

現在、史料室ではこの文書のデータ化を終え、今後

は英文の翻訳作業を進めていく予定です。果たして

看板はどこに設置されていたのか……。GHQ 接収

時代における、旧島津家本邸の新たな歴史の解明が

期待されます。 

 

これまで確認されていた接収時代の痕跡は、現在の

聖堂の一角から外側へつなぐ形で作られた厨房の

図面や、本館屋根裏倉庫・3 号館 1 階事務室の扉に

残るペイント跡などでした。 

 

これまで公開される機会のなかったこれらの資料

を、今後の「史料室だより」で「GHQ 接収時代の

旧島津家本邸シリーズ」としてご紹介していきます。

ぜひお楽しみに！ 

 

 

 

＊＊＊ 

 

 

「史料室だより」は清泉女子大学公式インスタグラ

ムにて連載中です。 


